
蝿

評

論

謹

侮

局

-
a
型

信

第
鴎
十
ピ
壇
場
三
日
現
喝
剥
十
=
一
毎
九
月
日
目
強
行

大
正
回
毎
芦
月
二
十
一
日
第
三
司
陣
軍
噛
認
可

含号潜経孝夫i閤帝都京

'. 帯iイヶ+国務欝--、=F 
聖書

干す電車E日-}'司:lt...&手三五-r-ヨFロ膏雷

禁

輔

載

論

叢

八

木

芳
f辰之

馬助

戦
時
下
の
米
穀
針
策
:
;
・

j
i
l
-
-
:
:
:
j
i
-
-
・
:
純
一
章
博
士

利
子
論
の
新
奮
i
f
-
-
j
i
-
-
-
!
:
:
:
;
:
J
i
j
文
相
申
博
士
高

時

論

昭
和
十
二
一
年
度
理
算
を
論
ず
・
・

j
i
-
-
一

:Ei--:
・
経
草
博
士
汐

研

究

慌
抑
沼
尻
と
信
用
拙
眠
E
i
-
-
:
E
・E
・
-
・
:
:
:
:
・
:
料
例
同
市
川
士
一
小
川
V

肱

カ
ー
ル
・
メ
ン
ガ
!
の
歴
史
皐
祇
批
判
:
:
:
:
:
:
抑
制
済
皐
士
白
移
庄
一

静
皐
的
均
衡
理
論
と
動
皐
化
の
問
題
j
i
-
-
:
統

例

県

土

青

山

秀

カ
ル
ヴ
ン
の
利
子
論
:
・
i
i
l
i
-
-
:
:
・:
:
j
i
-
-
持
前
車
士
、
坪
附
堅

プ
ラ
ス
ケ
ム
パ

I
の
指
数
理
論
j
i
t
-
-
:
j
i
-
-
鰐
済
同
で
古
内
海
庫

苑

田5~ 

読

飛
騨
白
川
の
戸
口
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
:
・
終
盟
十
悼
土
本
圧
柴
治
郎

ベ
l
シ
ユ
・
貨
幣
機
構
理
論
の
一
一
修
正
:
・
j
i
-
-
経

済

率

土

岡

倉

伯

士

附

録

業

報
外
国
雑
誌
論
題

山長FU 
民1;法夫良ij



静
率
的
均
衡
理

論

動
事
化
(7) 

問
題
脅

、、、
} 

青

秀

夫

山

フ
リ
ツ
L

V

L

は
現
在
の
動
準
理
論
の
一
六
潮
流
た
る
教
事
的
動
態
瑚
論

(
2
2
2グ

Z
Z
こ
-
5
4
A
r
c
s
g
♀
長
引
)

に
於
て
指
導

的
地
位
に
立
つ
事
者
で
あ
る
。

救
出
学
的
動
態
刊
論
が
動
車
的
部
門
に
於
け
る
致
事
的
方
法
の
最
も
池
切
な
る
沼
周
で
る
誌
と
と
ψ一息

ひ
、
市
民
に
彼
の
基
本
的
立
場
が
タ
〈
の
開
明
者
に
胤
一
へ
た
影
響
b
t
閥
み
る
な
ら
ば
、

似
の
動
問
中
化
に
闘
す
る
見
解
九
七
詳
細
に
跡
づ
け
る

こ
と
は
、
蓋
し
無
意
義
で
は
あ
る
ま
い
d

以
ド
、
山
静
皐
と
勤
務
と
の
相
淫
は
翻
結
の
相
違
に
由
来
す
る
も
の
に
し
て
針
象
の
相
違

に
依
る
も
の
に
非
や
と
す
る
見
解
、
間
動
向
型
的
問
題
へ
の
成
長
建
度
(
又
は
反
作
用
速
度
)
概
念
の
導
入
、
同
均
衡
の
原
理
の
動
車
一
的
理

論
へ
の
適
用
、

同
静
問
中
的
模
叫
同
式
は
反
作
用
速
度
無
限
大
の
場
合
に
し
て
此
の
意
味
に
於
て
静
撃
は
動
車
の
}
】
E
r
E五
円
山
由
。
を

た
す
と
す
る
主
張
、
問
所
謂
「
静
態
的
均
衡
枇
態
」
の
構
想
の
解
棒
、

〉
司
46Jσ
怖
に
月
:
一
主

5
y
。

江
川
J
v

一一P
日，

ZH一封

-a
る

(1) 

債
格
低
き
朕
態
と
債
権
高
き
欣
態
と
を
比
較
す
る
に
、
他
の
事
情
に
し
て
一
様
な
ら
ば
、
需
嬰
量
は
後
輩
刊
に
於
て
前
者
に
於

け
る
よ
り
も
よ
り
犬
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
が
静
山
晶
子
的
法
則
た
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
此
の
例
で
知
れ
る
如
く
、
静
胤
ナ
的
法
則
が

絞
べ
る
の
は
、
今
測
定
し
得
る
現
象
A
が
こ
れ
だ
け
の
犬
さ
の
も
の
友
ら
ば
、
他
の
測
定
し
得
る
現
象
B
は
と
れ
だ
け
の
大
さ
の
も

の
で
あ
り
、
従
っ
て

A
の
取
る
値
が
ム
か
ら
ん
-
に
獲
れ
ば
、

B
の
取
る
値
は
丸
か
ら

B
に
媛
る
、

と
い
ふ
闘
係
で
あ
る
。
換
一
一
目
す
れ

静
聞
辛
的
均
衡
理
論
?
と
動
車
化
の
問
題

第
四
十
七
巻

九
三五

告書

旋

丹、

ブし

本稿は拙稿「ワルラスに於ける動率化の問題J(本誌前月競所掲)に引積いて同
一問題を論ずると共に、嘗て行ったアりツシユの数接的動態理論の紹介(日本
統計事合作報第六年所掲「動態理論の統計的強謹J) を補完せんとするもので

ある。 jj~讃されれば幸である。
1，tlへ 11:'シユムベ ターは、“凶taI1csり 24.び“ dynamics の用語法ば、フリツ
シユ教授に服してこれを改めたと云ってゐる。(，経済王室展の理論寸英諜序文)。
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静
尉
申
的
均
衡
理
論
と
到
目
的
平
化
の
問
題

第
四
十
七
各

ブし

第
三
抗

プじ
O 

ば
、
静
接
的
理
論
が
分
析
す
る
の
は
、
「
互
に
位
置
を
換
へ
得
る
如
き
欣
態
の
系
刊
」
(
戸

5
5
3
0ご-一戸町
3
7
E
L
Z
E
E
-
5
=
-
2
5
-
w
y
)

ur一
比
較
視
察
す
る
と
き
現
れ
る
と
こ
ろ
の
形
式
的
唆
動
で
あ
り
、
夫
故
に
そ
の
時
世
動
は
時
間
的
に
寅
際
に
起
る
務
動
で
は
な
い
。

と
こ
う
で
上
に
一
例
と
し
た
命
題
は
援
と
、
憤
絡
騰
貴
す
れ
ば
、
他
の
事
情
に
し
て
一
様
で
あ
る
限
り
、
需
要
減
少
す
、

と
い
ふ
命

題
に
置
き
換
へ
ら
れ
、
恰
も
同
一
物
た
る
か
の
如
〈
見
ら
れ
る
が
、

こ
れ
は
川
市
し
て
正
し
い
で
あ
ら
う
か
。
後
の
命
題
が
前
の
命
題

の
要
約
的
表
現
に
止
る
な
ら
ば
正
し
い
が
、

然
ら
ざ
る
限
り
そ
れ
は
正
し
く
な
い
。

4

一
〉
こ
-
一

t

vd
々々

υ
ヲ
、
1
ζ
h
h

司
¥
ピ
、
寸
'
長
」
三
〉
H24丸

r
r
;
二
〉

収
ν

J

K

一
肢
は
目
当
江
河
ゆ
判
官
出

I
J
f
-

こ子、

L
I
e
-
〉
孝
司
自
主
f
b
手〆

E
1

7
E

ィ革
p
h
J
、
u
z
p
l
t』
〉

d
v
l
y
L

月苛
17) 

!f!E 
i!t 
:'O王

翼民
-'日

:':. 

%1 

:Ir込

F
n
r

コ

山
r
-
J

4
b
t
L
2
7
?
3
7
1

‘

i
f
-
-
l
d
 

E
い

E
J
F
L
E
E
が
J
3
J
P
之

-
1
-
L
J
長
Fん
に
じ
ポ

4
F

ず
れ
ば
、

故
に
明
か
で
あ
ら
う
。

前
の
命
題
が
債
格
低
雪
地
肌
態
と
債
格
高
き
欣
態
と
の
草
な
る
比
較
に
過
ぎ
な
か
っ
た
に
封
し
て
、

後
の
命
題
は
時
の
経
過
と
共
に
騰
武
し
て
行
〈
債
格
に
閲
す
る
。
換
一
一
一
目
す
れ
ば
、
前
の
命
題
は
比
較
さ
れ
る
二
欣
態
問
の
推
移
を
み
一

然
不
同
に
附
し
て
ゐ
た
に
反
し
て
、
後
の
命
題
は
、
欣
態
の
推
移
が
、
僚
、
絡
の
時
間
と
共
に
行
は
れ
る
勝
北
に
よ
っ
て
起
る
こ
と
に

つ
い
て
の
積
極
的
一
一
晶
表
を
合
む
。

か
く
の
如
く
時
間
的
な
る
繕
起
の
原
則

(
Z
-
z
E
2
'0 
『

~ 
~ 

v 

rτ 

-hZEWEE-目。空
E
N
J
V
)

に
立
脚
し

て
「
時
間
的
に
綴
起
す
る
諸
欣
態
の
系
列
」
(
白

5

5
え

E
2
9
2
S
E
E
m
-
E
)
を
分
析
す
る
亡
と
を
も
う
て
、
フ
リ
ツ
シ
ュ
は
動
車
ナ
的

理
論
の
課
題
と
考
へ
る
。
従
つ
屯
て
、
静
撃
的
理
論
に
あ
っ
て
は
、
時
間
は
何
ら
終
消
的
意
義
を
有
せ
や
、
経
済
現
象
と
並
ん
で
存
在

す
る
に
し
て
も
こ
れ
を
背
後
よ
り
動
か
す
要
素
で
は
な
か
っ
た
の
に
針
し
て
、
動
嵐
山
平
的
忠
告
棚
に
あ
っ
て
は
時
間
は
「
一
種
の
視
察
技

術
上
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
」

(
P
E
Z
2
7
L
5
2己
R
W
E
E
-
2
2
ご
5
2
=主
主
と
し
て
表
は
れ
る
。

か
く
て
、

フ
リ
ツ
シ
ュ
に
よ
れ
ば
、
静
動
何
れ
の
部
門
に
於
て
も
、
針
象
は
つ
心
に
何
ら
か
の
礎
動
(
S
E
t
c
p
)
で
あ
る
c
経
済
迎

論
に
於
け
る
二
部
門
の
相
具
は
結
局
、
時
間
的
継
起
闘
係
を
無
閥
す
る
か
重
視
す
る
か
の
立
担
額
の
相
蓮
に
蹄
着
す
る
。
今
或
る
時
系

Frisch・Statikkog Dアnamikk，Nntiona1okononlI:sk Tidtiskrift 19::!9， pp.ヲ2;::-
349・此の論文;の内容の一部は J・Tinbergen: Ammal Survey of Signincant 
Developments in General Econmnic Th~ory， Ecnnometrica， Vol. 2， Nn. 1， 
(Jan. 1934)， P・27.に紹介されでゐ乙。旬 FJ"isch::Propa耳ationPmblems etc， 
Econnrnic Essays in J-Tnnour of Gustav Cas~el ， 1933， pp. 171-205. F目白h:
On the Notion of EquiJibriurn， Rcview of .Econo:mi(二日 tlldies~ VoJ. 3， 1すり田 2タ
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川
刈
(
例
へ
ば
或
る
商
品
の
債
格
決
ぴ
数
量
)
が
奥
へ
ら
れ
、

こ
れ
を
時
賄
別
に
一
枚
宛
カ

l
F
に
記
入
し
た
と
せ
よ
、

視
察
担
刊
が
時
間
的

順
序
を
無
踊
し
て
カ

l
F
を
平
等
に
混
ぜ
合
し
て
分
析
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
静
態
的
分
析
で
る
り
、
之
に
反
じ
て
彼
が
時
間
的

順
序
を
も
っ
て
本
質
的
契
機
と
す
る
如
き
分
析
を
試
み
た
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
動
皐
的
分
析
と
云
は
れ
ね
ば
左
ら
ぬ
。
か
く
の
如
〈

現
象
白
摺
に
静
単
一
・
的
動
事
的
の
匡
別
が
あ
る
の
で
は
な
く

(
m
g
H
Z
Z
3
5
弓
と

E
Z
3
2可
と
白
隠
別
は
あ
る
が
て
分
析
方
法
自
般
に
此
の

区
別
が
存
す
る
の
で
る
る
。
同
地
動
し
つ
つ
あ
る
経
済
現
象
と
難
も
、
上
記
の
カ

1
ド
の
例
の
如
く
、
部
率
的
分
祈
の
針
象
た
り
得
る

の
で
あ
る
。

事
資
時
系
列
解
析
に
於
け
る
正
常
値
は
か
く
の
如
き
沼
早
的
分
析
の
結
川
市
で
あ
る
。

(2) 

然
ら
ば
此
の
動
前
中
的
槻
動
又
は
動
的
学
的
分
析
方
法
と
は
何
で
あ
一
る
か
。

再
々
が
成
る
経
済
的
数
日
一
一
旦
の
時
系
刈
を
と
り
或
る
時

b
h
-
氏
、
ト
'
'
〉
ト
だ

'VA--z一
〉

-P1

、

用

問

ド

L
H
K
F〈
一

H

阜
hhq
《
'
幅
Lr」

比
較
分
析
す
る
と
き

t

E 
<T) 

そ
の
攻
、
の
時
駄
に
川
町
け
る
そ
の
似
と
を
、

時
却
に
酬
は
ら
し
め
つ
つ
、

聞
に
於
け
る
数
値
の
開
き
、

レ
1
1
p

・ォヲ・乎
Z

ン
ポ

換
一
バ
す
れ
ば
該
経
済
的
数
量
の
餐
動
李
が
重
要
友
る
役
割
を
演
や
る
と
と
は
瞭
か
で
あ
る
。

」

れ
は

該
数
量
の
時
間
の
経
過
に
伴
っ
て
生
や
る
一
変
動
を
一
不
す
経
過
闘

(
Z
E
o
a
2
2
0
)
の
一
勾
配
(
切
線
の
方
向
係
数
)
に
他
た
ら
ね
が
、
此
の
意

味
に
於
て
時
に
閲
し
て
の
成
長
蓮
皮

{
E
g
q
Q『悶
3
S
A
t
-

君仙台
Z
Z
E開
虫
岳

5
E名
門
氏
[
)
と
呼
ば
れ
る
。
或
は
一
屠
適
切
に
は
シ
ス
テ

ム
又
は
過
程
の
、
所
輿
の
衝
撃
に
到
す
る
、
反
作
用
速
度
(
主
3
2
4

。『

3
一色。
3

2

3
忌
2
5
2
f
M
N
z
r
g
g問。三
E
E
L
-
m
r
E
C
と

タ
イ
!
白
一
カ
ア
ゆ

呼
ば
れ
る
。
更
に
進
ん
で
Z
日
々
は
か
か
る
成
長
速
度
自
身
の
経
過
闘
を
描
き
そ
の
勾
配
(
卸
ち
成
長
速
度
の
成
長
速
度
)
と
し
て
も
と
の

数
量
の
加
遜
皮
(
舗
の
の
O
F
E
T
D
)
を
考
へ
る
と
と
が
出
来
る
。
要
す
る
に
成
長
速
度
は
何
ら
か
の
絞
済
的
数
量
の
時
間
に
闘
す
る
導
函

敢
に
他
た
ら
ね
か
ら
、
以
下
同
様
に
し
て
苦
々
は
愈
土
向
弐
の
成
長
淫
皮
を
考
へ
得
る
。

か
〈
て
動
壊
的
問
題
は
か
か
る
成
長
速
度

の
問
題
へ
の
介
入
に
よ
っ
亡
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。

静
属
中
的
均
衡
理
論
と
動
皐
化
の
問
題

九
七

第
四
十
七
巻

第

競

1u 

(Feb. 1¥)36)， pp. lOロー105.に於ても、/司様の思想が、
展開されてゐる。
Fri~ch に於ける正常値概念の経済理論的把援は S1atikk og Dynamikk， pp. 
335-340・に展開されてゐるが、ここには紹介を割愛せねばなら向。

より宣違反した形に於て、
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静
血
中
的
均
衡
理
論
と
副
串
化
の
問
題

第
四
十
七
巻

プL

" 
官事

量主

大4

今
此
の
と
と
を
、
上
記
の
骸
放
に
劃
す
る
個
人
的
需
要
の
揚
ム
口
に
つ
い
て
立
入
っ
て
考
へ
ょ
う
。
此
揚
A
n
此
の
個
人
的
需
要
の
決

定
保
件
は
例
へ
ば
、

次
の
一
形
で
数
式
的
に
表
現
す
る
こ
と
が
出
来
ょ
う
。
車
内
机
山
川
町
内
の
時
賞
金
3

は、

上
討
に
よ
っ
て
鮮
民
速
度
一
と

fM
倣
さ
れ
得
る
が
、
此
の
購
買
沫
一
度
は
今
や
、
静
接
的
分
析
に
於
け
る
如
〈
、
車
に
依
格

P
の
函
数
で
あ
る
の
み
で
友
く
、
債
仙
怖
の

時
間
に
闘
す
る
成
長
速
度
-
P
及
び
骸
炭
の
手
持
の
量
W
山
一
函
数
で
も
あ

ιぅ
。
山
φ
り

ヘ
凶
由
J

4FE--
、

11 
吋5

hミ苫・

万
弘
山
る
c

か
か
る
γ
闘
激
的
Y

は+十人々

ω市
場
券
加
者
仁
於
て
ホ
ハ
A
M
決
る
形
を
も
っ
c

l
-
J
1
、

7
:了
j
t
i
-
-
5
L
H
A
リ

'
L
-
一

，

引
[
一

L
Z
t向

上

J
E
F
t
-
泊
由
主
お
日
ハ
を
よ
ぺ

l

て
は
現
賓
の
精
確
左
抗
馬
は
輿
へ
難
い
。
現
論
的
法
則
は
近
似
的
表
現
に
す
ぎ
ね
。
上
司
の
方
程
式
の
去
す
法
則
の
最
大
の
弱
鮪
は

E
H
L
K

が
凡
て
の
強
想
の
モ
メ
ン
ト
が
一
箇
の
慶
数
・

P
だ
け
で
表
現
し
悉
さ
れ
る
と
考
へ
た
こ
と
に
あ
る
。

完
全
に
正
硲
た
る
方
法

で
珠
想
の
要
素
を
考
慮
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
吾
々
は

P
の
経
過
闘
の
時
前
来
の
荒
然
的
た
経
過
を
凡
で
導
入
し
、
確
率
諭
的
阪
南
北
に
従

こ
と
に
は
た
だ
上
記
の
方
程
式
は
劃
感
的
法
則
の
一
一
例
と
し
て
興
へ
ら
れ
る
。
」
同
様

っ
て
種
々
の
可
能
性
を
考
慮
せ
ね
ば
友
ら
由
。

に
し
て
吾
々
は
消
費
速
度
Z
に
闘
し
て

(ω
・
凶
)

N
Hも
わ
予
』
vw

司
)

を
得
、
更
に

唱で
l
平司

dn-(能
l
b
A
H

を
得
る
。
以
上
に
於
て

Z
Zは
骸
茨
の
個
人
的
需
要
陀
闘
し
て
三
個
の
方
程
式
を
得
た
。
今
一
幽
数
州
が
奥
へ
ら
れ
(
邸
主
一
億
格
の
経

乙
れ
よ
り
五
円
々
は
2
Z
H
H

の
粧
過
闘
を
描
雪
、
各
時
射
に
於
け
る

(∞-
U
)
 

過
闘
が
輿
へ
ら
れ
て

a
z
w
w
p
-
P
の
始
値
が
奥
へ
ら
れ
れ
ば
、

ibid. pp・345-346.4) 



比
の
三
つ
の
受
数
の
値
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
此
の
意
味
に
於
て

z
z
w
は
問
題
の
「
未
知
事
羽
こ
に
属
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
が
、

そ
れ
は
然
し
、
部
率
的
却
一
九
一
酬
に
於
け
る
知
〈
阜
な
る
未
知
数
で
は
な
〈
、
未
知
曲
線
で
あ
り
、
而
し
て
そ
れ
が
依
存
す
る
と
こ
ろ
の

も
の
は
、
車
な
る
鑓
教
と
し
で
の
債
絡
で
は
な
く
、
時
間
の
函
数
と
し
て
の
債
格
の
経
過
闘
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ぽ
、
車
友
る
始
値

の
み
で
左
く
、
曲
，
判
酬
の
形
が
奥
へ
ら
れ
や
し
て
は
併
は
得
難
い
の
で
あ
る
。
此
の
彦
味
に
於
て
、
暗
仰
向
学
的
均
衡
問
団
諭
の
需
要
概
念
は

請
は
ば
両
裁
の
段
階
に
あ
一
っ
た
に
射
し
て
、

動
感
的
迎
論
の
需
要
概
念
は
7
7

y
ク
シ
ョ
ナ
ル
の
段
階
に
ま
で
進
ん
で
ゐ
る
と
一
去
へ

る
で
あ
ら
う
。

(8) 

問
題
の
う
ち
に
現
は
れ
る
経
済
的
数
量
は
凡
て
相
互
依
存
聞
係
に
立
ち
、

こ
こ
に
数
山
学
的
方
法
令
通
用
す
る
根
時
四
が
あ
る
、

と
い
ふ
江
と
が
故
接
的
均
術
則
論
の
根
本
瓜
却
で
あ
っ
た
。

ノ

m
t
h
M
・1

レU
〉

T
V

-
C
F
-
L
1
重
吉
ム
サ
イ
h
d
γ

J

F

に

L
7
7
卜

!
?
l
f
;
1
!
万
一
4
1
J

川でつ

P
M
1
圭
ι
r
h
山
門
泊
こ
「
一
足
君
主
草
ラ

γ「

問
題
に
ま
で
適
用
し
た
こ
と
に
あ
る
と
と
、
玩
港
内
如
く
で
あ
鳥
。
と
こ
ろ
で
7

リ
ツ
シ
み
は
か
く
の
如
く
、
縫
教
が
関
数
的
相
互

依
存
閥
係
を
保
つ
と
い
ふ
糊
貼
よ
り
分
析
が
得
さ
れ
る
と
き
、
そ
の
分
析
は
均
衡
の
駅
周
(
司
ユ
コ

2
1
1
h
z
z子
E
ヨ
)
に
よ
っ
て
ぼ
摘
さ

れ
る
と
い
び
、
而
し
て
ワ
ル
ラ
ス
と
同
様
に
彼
は
此
の
均
衡
の
庶
珂
を
撹
張
し
て
動
感
的
問
題
に
ま
で
適
用
し
よ
う
と
す
る
。

然
ら
ば
動
向
情
的
均
衡
理
論
と
は
如
何
だ
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
既
注
よ
り
推
し
て
、
綿
製
的
均
衡
現
品
川
に
炎
れ
る
鑓
放
を
凡
て
夫

々
時
聞
の
函
数
と
荷
倣
す
こ
と
に
よ
り
て
生
や
る
と
こ
ろ
の
比
絞
静
態
論
で
左
い
と
士
は
明
か
で
司

J

め
る
が
、
然
ら
ぽ
反
作
用
港
度
の

導
入
の
下
に
於
て
均
術
の
版
川
崎
は
如
何
に
直
川
さ
れ
る
か
。

}
=
白

zd】
《
4

2 
口
同 E

M 

コ

ル」戸。
H
E
r
-】

Ez-n

こ
と
に

】
出
。
コ
】

O
H】
【
戸
「

't

σ4z--戸
ず
ユ
C
M
M】

と
が
先
づ
隠
則
さ
れ
る
。

瞬
間
均
術
は
特
定
時
期
に
於
て
満
足
さ
る
べ
き
均
衡
傑
件
万
四
間
式
の
集
り
で
あ
る
。
此
場

ん
日
持
徴
的
な
の
は
、
問
題
の
含
む
同
定
数
が
反
作
用
速
度
の
故
だ
け
、
縄
問
事
的
均
衡
の
場
合
よ
り
多
い
こ
と
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
生
産

静
且
干
的
均
衡
理
論
と
劫
準
化
の
問
題

第
四
十
七
巻

:fu 
九

第
三
掠

ju 

捌筒、「ヲ Pレヲスに於ける動率化の問題Upp. Ilo-III参照。5) 



静
血
中
的
均
衡
理
論
と
動
準
化
の
問
題

第
四
十
七
巻

四

0
0

繁

華主

プL
四

ヨ
な
き
交
換
の
市
場
に
つ
い
て
云
へ
ば
、
静
向
学
的
均
衡
理
論
の
懸
数
の
教
は

(
E
E
士、伊
1
1
5

個
で
あ
っ
た
が
、
陣
間
均
衡
の
問
題
に
あ

つ
て
は
、

こ
れ
に
倫
夫
々
の
境
教
の
成
長
建
皮
が
加
は
り
、
(
成
長
速
度
が
一
夫
の
そ
れ
主
と
し
か
現
は
れ
山
、
と
す
れ
ば
、
)
仰
せ
で
凶
(
E
E
+

E
l
H
)
個
の
帥
波
数
が
現
は
れ
る
。

五
口
々
は
さ
き
に
骸
茨
の
個
人
的
需
要
の
動
車
的
決
定
保
件
を
考
察
し
、

一
例
と
し
て
三
個
の
方
紅
式
を
制
点
し
た
が
、
今
と
れ
や
一

枇
合
経
済
1
f
-
般
に
蝋
駁
し
て
腕
閥
均
衡
に
数
率
的
表
現
を
阻
(
〈
る
と
と
を
考
へ
ょ
う
。

こ
こ
に
、
。
人
の
市
場
券
加
者
と

m
種
類
の

消
費
財
と
よ
り
成
る
(
生
産
た
き
)
交
故
市
揚
を
考
ヘ
、

内

A
W刊
を
以
で
そ
れ
ぞ
れ
第

τ
番
目
の
個
人
の
第

y
番
目
の
種
類
の
消
費

財
の
購
買
量
、
消
費
量
、
手
持
量
を
表
す
乙
と
と
し
、
且
第
j
呑
目
の
種
類
の
消
費
財
の
債
格
を
灼
で
、
そ
の
成
長
漣
度
を

-
h
で

表
す
こ
と
と
し
よ
う
。
街
使
宜
上
問
題
を
純
粋
た
る
現
金
経
済
の
揚
合
に
限
定
し
よ
う
。
従
っ
て
賀
買
は
凡
で
現
金
と
し
て
懇
ば
れ

た
る
一
定
の
商
品
を
以
て
矯
さ
れ
る
か
ら
、
此
の
揚
合
吾
L
R

は
単
に
相
劉
慣
絡
の
み
を
取
扱
ふ
と
と
と
左
り
、
そ
の
分
析
は
、
例
へ

さ
て
、
先
づ

U
U

ぽ
ワ
ル
ラ
ス
が
「
要
論
」
第
二
編
で
論
じ
た
「
多
商
品
相
互
間
の
交
換
の
瑚
論
」
と
剖
舷
せ
し
め
得
る
梢
遣
を
も
っ
。

日
に
照
臆
し
て
突
の
三
組
の
方
程
式
群
が
得
ら
れ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

(ω
・h

H
)

、

島

-He宅匂
(
b
M
:
・句、手

up--』
山

5
6
}明
山

:-L明日
、
包
)

〔

O
E
n
r
p
m
o
z
z
p
F

一c
Z〕

(
臼
・
晶
)

ミ=Sq
....，."1 

11 も

R ミt

":?'b"之、下
11 言ミ..... ........ 

1; .1 ぞ、・ 円 . 

1 ぷ喝.
去tl -;乙喜
、
'-0，士

11 匂
』喧.

~ <i'~ 

ミ司
言

語

〔
円

O
D
ω
Z
E司
[
一
。

z

E』
Z
R
5
2
vい〕

(
臼
・
ロ
)

〔

2
E
E
0
2
0「
空
c
i
E
D〕

以
上
の
方
程
式
は
各
個
人
及
び
各
消
費
財
に
閲
し
て
成
立
つ
か
ら
、

こ
こ
に
総
計
定
E
個
の
方
程
式
が
得
ら
れ
る
。
信
と
れ
に



(臼・

4
)

C
H
]「
:
-
E
)

こ
乙
で
考
へ
る
市
揚
の
封
鎖
性
、
即
ち
此
の
市
場
で
誰
か
が
賓
る
も
の
は
他
の
誰
か
が
買
ふ
こ
と
、
職

〔

2
5号
5
2空
自
由
吉
岡

2
5
-
-
q
c『

ω口
問
】
司
守

E
M
L
L
m
u
E
E
丘〕

-d十
M
N
M
+
・
・
・
・
:
・
・
・
+
Z
O
H
O

が
つ
け
加
は
る
。

こ
れ
は
、

出
も
轍
入
も
存
し
な
い
と
と
を
一
不
す
。
と
こ
ら
で
、
既
に
購
買
量
決
定
保
件
を
示
す
方
程
式

M
が
存
在
す
る
以
上
、
静
率
的
均
衡
現

論
で
よ
く
知
ら
れ
て
ゐ
る
牧
支
均
衡
の
方
程
式

(
臼
・
申
)

(
門
川

H
Y
N
:・
司
)

〔

2
口三
5
5
c『

t
E
(
]
問
。
⑦

匂
-
-
主
J
+
恒
三
主
吋
ー
+
・
・
・
十
』
ロ
ミ
己
三
H
O

(3.4) 
古宮

(3.8) 
ぞ
品、
仁Z

む
と
す
れ
ば

静
製
自"1
均
衡
理
主主左，.
P岡

で
周
生日
ι〉

は
此
の
揚
合
相
州
立
な
方
程
式
と
看
倣
さ
る
ぺ
き
で
は
左
い
。
と
こ
ろ
で
.

論
法
に
よ
っ
て
、

M
と
幻
の
聞
に
は
樹
立
℃
た
い
方
程
式
が
一
個
存
在
す
志
こ
と
と
在
る
。
十
枚
に
於
て
再
々
は
吠
の
如
き
方
程
式
と

米
安11
(/) 

便
数
と
広〉

器1

2主i
を
得
る

なト

‘ご、
) 

U占。
れ与~

聖幸

官官

;ユド

主ι
n' 

山

E
H

(
臼
串
)

h
F
w
w
 

漂

海

坤

am--hd)官

守、

2
・
時
均
一
日

hwE 

(
∞
・
町
)

九日記

5
1滞
日
沖

-N亡
国

h

♂

ω
h「日
w

日

h
円凶

司王

(ω.罰
)

圃

園

、

崎

吋

w

d
『
]
・

4

-
Z、
目
立

:

J

U
司
、
て
す
同
司
、
ゅ
:
ミ
ミ
w

、，q
ご
脚

4
3
3
部

L
F
W
 

(u・4
)

一-.:.:...El， 

』
デ
ヲ
ヘ
.. 

、ds

~ ーザ、

~ w 
N 

山
明
4
1
F
M
一
対
伊
川
吋
仰
い

4
V

ご

】

ヨ土中-一
-
2
5
5
2
H
H品
目

F

ご

ot 

'::¥1; 

ut--w+
三
l
H

民
主

E
+芝
l

H

現
賓
の
経
済
時
現
動
は
か
か
る
瞬
間
均
衡
の
連
鎖
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
見
る
矯
に
は
、
方
科
式
を
併
か
ね
ば
左
ら
ね
。
然
ら
ば

静
撃
的
均
衡
理
論
と
動
車
化
の
問
題

第
四
十
七
巻

第

披

九
五

四
C 

以上の方程式組織の純梓なる信用経済への麟張は次白如〈にして行はれる。
此の場合常然的結果として第 r番目の側人のイ也の市場参加者の凡てに劃する
債務の合計が壁語教に加はる。方程式内うち、 (:3，4)， (3， 5)， (3， 6) (3， 7)はそ
のまま安i:}iずる。但し隔数記銃 q及び ψの Hこは塁塁数 iGが1111f土る。更に、
これに(3， 9) ，G+，G+ ーー+oG.:;:o [equations of debtsJ (3， 8'):A' iXl 

十"P'2・1丹十 I ・十ムnOiX四 =iG(1'==: 1， 2，.. .0) [eguations of budget] が力nは

6) 



静
品
中
的
均
衡
理
論
と
動
車
化
の
問
題

第
四
十
七
巻

第

競

四
O 

九
六

方
程
式
は
如
何
に
し
て
解
か
れ
、

五
口
々
は
如
何
友
る
併
を
得
る
か
。

こ
こ
に
五
口
々
は
全
館
均
衡
の
考
へ
に
達
す
る
。
五
円
々
は
上
記
の

聯
立
方
程
式
を
解
く
こ
と
に
よ
っ
て

?

タ

ノ

A
・
刀
hv

ヴ

向
日
向
町
及
び
約
の
経
過
附
ー
を
得
る
。

ー

l

-
私

と
の

E
5
1
2【ぐ
ο
が
動
撃
的
分
析
に
於
け
る
「
未
知
事
羽
己

を
成
す
。
か
く
て
動
嬰
的
問
題
に
と
っ
て
未
知
な
る
も
の
は
、
間
単
な
る
数
量
で
は
な
く
、
曲
線
で
る
る
。

と

~L 
l土

蹄
問
均
仰
に
反

作
川
述

A

皮
を
導
入
し
た
こ
と
の
常
然
の
結
川
市
と
宥
倣
さ
れ
る
。

以
上
が
「
動
接
的
均
衡
山
辺
」

2
E
2
2
2
E
]
F
E
E
Z
E
-
oゴ
ど
あ
る
が
、

土

1
土
J
L
T
2
1

胤
芝
防
車
命
コ
吉
野
、
1
る
「
段
目
亡
す

t

fL
俳
句

L
r
S
F
P
4ィ
Hil--一
R
U
虫干

'
'
t
k
'
Eぷ
H
u
v
t
ます

l
『

決
定
的
意
義
を
持
う
も
の
と
見
ら
れ
る
。

「
時
代
の
流
れ
と
共
に
次
々
に
生
れ
た
、
景
気
の
一
一
潟
明
の
多
彩
な
る
多
面
山
嶋
田
の
う
ち
に
ふ

っ
て
、

こ
れ
は
景
気
鑓
動
の
問
題
を
現
賓
の
均
衡
の
問
題
と
し
て
取
扱
ふ
と
と
の
指
示

(
E
M
E
E
z
s
。『

Z
5
5己

E
O
E
Cご
E
E
2

。『

Z
払
忠
臣
々
の

-
E
E
。
言
。
『

E
E
2自

由
】

MFEEH)
を
含
む
で
あ
ら
う
と
忠
は
れ
る
。
景
気
理
論
は
今
日
向
本
質
的
友
献
で
は
、
静
閣
申

的
理
論
が
そ
の
成
立
前
立
ワ
て
ゐ
る
段
閣
に
も
到
達
し
て
ゐ
及
川
円
。
ん
1

山
同
種
々
の
景
気
説
明
は
、
本
質
的
な
部
分
に
つ
い
て
云
へ
ば

方
程
式
の
左
遷
に
於
て
未
知
数
を
逐
ひ
求
め
る
と
と
に
於
て
成
立
し
て
ゐ
る
に
過
を
な
い
o
」
と
フ
リ
ツ
シ
ュ
は
記
し
て
ゐ
る
。

( 4) 

一
方
の
欣
態
か
ら
他
方
の
状
態
へ
の
移
行
が

二
つ
の
欣
態
を
静
撃
的
に
比
較
す
る
揚
合
陀
於
て
は
、
理
論
的
且
原
理
的
に
、

速
か
に
行
は
れ
る
か
、

徐
々
に
行
は
れ
る
か
は
問
題
で
は
友
い
。

静
観
γ

的
法
則
に
従

現
象
A
が
ム
か
ら
ん
に
繁
れ
ば
、

現
象
が
は
、

っ
て
、
ム
か
ら
h

晶
画
に
鍵
る
で
あ
ら
う
が
、
静
接
的
法
則
は
、

E
的
か
ら
n
h
へ
の
移
行
が
、
蓮
か
に
行
は
れ
る
か
、
徐
K

に
行
は
れ
る
か

を
少
し
も
考
察
し
な
い
c

此
の
意
味
に
於
て
反
作
用
速
度
の
概
念
は
静
率
的
分
析
に
於
て
は
現
れ
左
い
概
念
で
あ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
静
壌
と
動
息
?
と
の
相
違
は
、
そ
の
展
開
の
中
に
成
長
速
度
又
は
反
作
用
蓮
度
の
概
念
を
含
む
か
否
か
、

に
師
せ
ら

れ
る
。
然
し
今
一
歩
立
入
っ
て
考
察
し
よ
う
。

る。此U 場合 (3，8つは (3，手)に合宮れざる、樹立の方佐式である。 111し (3，
9)より d;+必+・田・…・十日G=Oが得られるから、前と同様にして付.7) (3， 
sつの中一つは弱立でないものと肴倣されねばならぬ。 か〈て方方苧4程皇式の君敬主lは立

30117+抑 +0となる。これによつて
の t加1'1)曹η'1)田le-c叩urv問eが決定される。以上の議諭は利子を度外刑秘』してゐる。若し利子
が現はれれば、 (3，7)(3， 8つは偶立となり、行論は越 e::郷(ねばなら由。



か
く
の
如
く
に
し
て
、
静
事
的
模
型
世
界
は
、
そ
の
可
動
性
(
反
作
用
遮
度
)
極
め
て
大
で
あ
っ
て
、
扶
態
礎
化
に
時
間
を
要
す
る
と

い
ふ
事
情
が
度
外
視
さ
れ
得
る
如
き
現
象
に
最
も
よ
〈
適
合
す
る
の
で
あ
る
が
、
可
動
作
が
減
じ
て
、
反
作
用
速
度
が
如
何
な
る
大

さ
で
あ
る
か
を
顧
慮
す
る
必
要
が
生
守
る
場
合
に
は
、
吾
々
は
動
賄
事
的
理
論
に
移
行
せ
ね
ば
怒
ら
む
。
天
故
に
一
品
口
々
は
静
率
的
模
却
一

世
界
に
於
て
は
凡
で
の
反
作
用
建
皮
は
無
限
大
で
る
る
の
に
針
し
で
は
、
動
接
的
模
塑
世
界
に
於
て
は
反
作
用
速
度
は
有
限
の
大
さ

で
る
る
、
と
い
ふ
こ
と
に
上
っ
て
、
静
思
?
を
動
車
一
・
の
極
限
の
場
合
と
看
倣
し
得
る
の
で
あ
る
。
部
率
的
模
型
世
界
に
於
て
は
或
る
特

定
時
射
の
欣
態
は
、
必
要
且
支
分
な
る
数
だ
け
の
前
提
に
上
っ
て
、
完
全
に
確
定
さ
れ
る
か
ら
、
如
何
友
る
持
出
動
も
生
じ
得
な
い
。

よ
り
精
確
に
表
現
す
れ
ば
、
静
躍
的
模
型
世
凡
の
欣
態
で
は
吾
々
が
五
口
々
の
前
提
を
挺
へ
る
揚
合
で
な
け
れ
ば
、
時
党
勤
し
な
い
。
然

し
唆
動
は
瞬
間
援
動
と
し
て
起
る
か
ら
、
反
作
用
清
一
度
は
無
限
大
で
あ
る
と
と
を
嬰
ず
る
。
静
開
準
的
模

m一
世
界
に
於
て
は
所
興
の
前

提
群
の
下
に
二
喜
一
ゲ
♀

g
D
Z
ξ
m
E
2
2
2ぢ
=
之
が
支
配
す
る
と
い
ふ
要
約
的
表
現
を
屡
々
人
が
興
へ
る
の
は
、
此
の
意
味
に

於
て
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
、
動
山
学
的
模
型
世
田
介
は
、
そ
の
欣
態
が
任
意
の
時
黙
に
於
て
必
要
旦
充
分
な
る
数
だ
け
の
前
提
に
上
つ

て
確
定
さ
れ
る
に
し
て
も
、
斗
校
時
貼
以
後
は
そ
の
様
式
及
び
経
過
が
、
該
模
型
世
界
に
安
賞
す
る
と
こ
ろ
の
動
準
的
法
則
に
従
つ
で

行
は
れ
る
と
こ
ろ
の

2
0
E
3
z
と
た
る
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
、
前
提
の
鑓
動
な
き
に
拘
は
ら
宇
、
欣
態
の
同
党
動
が
起
る
わ
け
で
あ

る
。
郎
ち
こ
こ
で
は
内
生
的
な
る
受
動
(
ヨ
L
O
四

g
s
。2
2
2
ε

が
可
能
で
あ
る
。

(5) 

最
後
に
吾
h
m

は
所
謂
静
態
的
均
衡
欣
態

(
E
E
-
-
z
q
z
z
F
E
E
)
が
決
し
て
分
析
方
法
を
特
徴
づ
け
る
も
の
で
な
〈
、
動
闘
中

的
均
衡
の
或
芯
特
殊
の
場
合
と
し
て
の
或
る
特
殊
の
欣
態
に
他
な
ら
ぬ
こ
と
を
説
明
し
て
置
か
う
。

今
一
例
と
し
て
或
る
商
品
の
債
格
及
び
単
位
期
間
賞
り
取
引
量
が
相
蛍
の
期
間
不
援
で
あ
っ
た
と
し
て
、
葱
に
突
然
或
る
時
結
に

静
事
的
均
衡
理
論
と
融
羽
田
申
化
白
問
題

第
四
十
七
巻

四

O
=

一
第

抜

九
七

所百目“ alternativedynamIzations"及び“ dlfferentdynamization 11 について
は、 J.Tinbergen: Annual Survey:: Sugge山 OD5 on Quantitative Business 
Cycle Theory， Econometrica~ ]uly 1ヲ35，pp・297-302・参照。此の意味に i、
で主主準的動態理論は景気費動論上の新場設ではなく、 如何なる景無原因論左

も結合し得る方法を，意味するものに他ならむ。
向、 i比の黙については J.Tinbergen ibid. (E‘onometrica， July I935，) pp. 
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静
態
的
均
衡
理
論
と
動
事
化
め
問
題

第
四
十
七
位
官

大4

l¥、

告事

裁

四

O
四

於
て
何
ら
か
の
事
情
に
よ
っ
て
殻
商
品
の
供
給
量
が
倍
加
し
た
と
す
る
。
此
の
結
果
債
格
は
下
落
す
る
が
、

そ
の
下
落
は
恐
ら
〈
徐

り
に
も
急
激
に
行
は
れ
る
で
あ
ら
う
か
ら
、
と
L

に
反
動
が
起
る
で
あ
ら
う
。
か
く
の
如
き
若
干
の
動
揺
の
後
に
債
格
は
新
し
い
水

準
を
見
出
し
て
そ
と
に
落
着
く
。

吾
々
が
此
の
温
程
に
謝
し
て
動
曲
学
的
分
析
を
行
ふ
注
ら
ぽ
、
吾
止
は
各
陣
聞
に
於
て
債
格
、
慣
格
成
長
速
度
、
単
位
期
間
賞
り
取

引
量
等
々
の
一
定
の
動
事
的
均
術
が
貸
現
さ
れ
る
の
を
見
る
で
あ
ら
う
。
此
場
合
動
単
的
分
析
は
、
如
何
段
る
仕
ぢ
忙
於
て
、
叉
如

仰
友
る
惑
皮

κ於
て
、
市
相
留
の
献
況
が
都
民
展
し
て
行
。
て
決
舟
そ
の
静
態
的
水
準
を
見
出
す
か
を
一
不
さ
う
と
す
る
が
、
か
h
A

る
水
準

が
見
出
さ
れ
た
後
、
首
然
各
瞬
間
に
於
て
動
聞
学
的
均
衡
が
賓
現
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
然
し
乍
ら
か
く
て
生
じ
た
動
準
的
均
衡
は
特

殊
の
種
類
の
動
撃
的
均
衡
で
あ
る
。
帥
ち
そ
れ
は
、
凡
て
の
成
長
蓮
度
が
零
で
あ
る
如
き
動
接
的
均
衡
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
と
れ
が

所
謂
静
態
的
均
衡
紙
態
に
他
な
ら
な
い
。
夫
故
に
静
態
的
均
衡
欣
態
は
動
忠
一
・
的
均
衡
の
特
殊
の
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
特
徴
づ
け

る
基
準
は
分
析
方
法
で
は
な
〈
し
て
、
欣
態
で
あ
る
。

一一

フ
リ
ツ
シ
L

の
見
解
は
大
略
以
上
の
如
〈
で
あ
る
。
経
済
理
論
に
於
て
静
製
的
部
門
主
動
向
学
的
部
門
と
は
如
何
左
る
闘
係
に
立
つ

か
、
動
率
的
理
論
は
如
何
に
し
て
建
設
さ
る
べ
き
か
、
動
車
十
化
の
観
黙
に
立
っ
と
き
静
接
的
理
論
の
も
つ
意
義
は
如
何
に
考
へ
ら
る

ぺ
き
か
、
此
等
の
、
解
決
を
迫
ら
れ
て
ゐ
る
に
拘
は
ら
や
、
然
も
解
決
の
賓
に
至
難
な
る
問
題
群
が
統
一
的
観
射
よ
り
原
理
的
に
桜

め
て
明
快
に
答
へ
ら
れ
た
こ
と
を
、

Z
Zは
フ
リ
ツ
シ
ュ
に
成
語
せ
ね
ば
た
ら
ぬ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
王
国
々
は
教
へ
ら
れ
る
の
み
で
あ

る
が
、
た
ピ
二
三
立
入
っ
て
論
告
y

べ
き
こ
と
が
抽
出
さ
れ
て
ゐ
る
と
回
山
は
れ
る
か
ら
、
以
下
と
れ
を
論
守
る
と
と
a
h

す
る
。

24I-Z42~曇J照。



フ
リ
ツ
シ
ム
は
こ
L

で
動
態
埋
論
建
設
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
興
へ
て
ゐ
る
。

(
前
節
同
及
び

ω参
照
)
嘗
て
、
国
防
皐
的
理
論
の
動
車
一
化
に

努
力
を
傾
注
し
て
多
く
の
成
果
を
残
し
た
ナ
イ
ト
は
「
賓
際
使
用
さ
れ
る
揚
合
、
経
済
動
感
(
2
2
3
E
E
回々
P
E
S
O同
身
E
E
r
o
g
g
'

E
E
)
は
撃
に
「
静
撃
的
」
分
析
の
限
界
、
或
は
よ
り
精
確
に
は
特
定
の
論
者
の
他
の
論
者
の
均
衡
概
念
に
到
す
る
反
割
を
意
味
す
る

批
判
的
に
し
て
消
倒
的
友
る
用
語
と
な
り
終
っ
た
し
と
牧
一
巳
円
寅
際
又
さ
う
し
た
動
車
化
に
謝
す
る
絶
望
を
肯
定
す
る
如
き
場
合
も

な
い
で
は
な
か
っ
た
が
、
此
の
フ
リ
ツ
シ
ェ

の
展
開
は
、
積
何
倒
的
に
、
動
率
的
理
論
建
設
の
一
吋
能
性
と
首
宵
心
得
ら
れ
る
方
法
、
ど
を

指
示
す
る
も
の
で
は
た
い
で
あ
ら
う
か
。
事
責
此
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
や
が
て
賓
現
さ
れ
て
数
準
的
動
態
理
論
に
ま
で
後
展
し
た
が
、

此
の
数
山
学
的
動
態
曜
論
が
今
日
川
市
川
絞
消
取
に
一
一
臓
の
清
新
の
気
を
阪
ら
し
つ
包
あ
る
と
と
、
例
へ
ば
シ
ュ

教
ふ
る
如
く
で
あ
る
c

ム
ベ
ー
タ

l
の
許
J

同が

此
際
以
上
の
綱
領
が
敬
一
期
的
動
態
却
諭
と
し
て
寅
現
さ
る

t
A
K
営
っ
て
、

二
つ
の
恥
で
補
完
を
受
け
た
こ
と
に
制
定
す
べ
き
で
あ

る
。
第
一
。

以
上
の
展
間
に
あ
っ
て
は
動
事
的
模
型
刷
式
の
特
徴
が
反
作
用
速
度
を
合
む
駄
に
求
め
ら
れ
て
ゐ
た

Q

此
の
場
合
反
作

用
速
度
は
、
或
る
時
期
に
於
け
る
経
済
的
数
量
は
他
の
時
制
の
そ
れ
を
如
何
に
規
定
す
る
か
と
い
ふ
闘
係
、
要
す
る
に
具
時
的
相
互

依
存
関
係
を
均
衡
の
シ
ス
テ
ム
に
導
入
す
る
こ
と
に
於
て
均
衡
理
論
の
動
率
化
に
寄
興
し
た
が
、
か
、
る
閥
係
は
、
別
稿
の
設
例
に

於
て
山
が
一
不
す
如
く
、

こ
れ
以
外
の
場
合
に
於
て
も
成
立
し
得
る
。
例
へ
ば
、

二
つ
の
艇
情
的
数
量
a
t
y
F
(
同
)
の
聞
に

〈

h
T
H
)

-
『
官
官
)

u

F

(

千
屯
)
)
H
O

た
る
所
謂
ラ
ツ
グ
の
関
係
が
あ
る
場
合
(
例
へ
ば
M
が
さ
う
で
あ
っ
た
)

に
あ
っ
て
も
、
或
は

(
h
T
N
)
 

一
時
」
日

(27F(同
)

都
出
申
的
均
衡
問
論
と
動
車
化
の
問
題

第
四
十
七
巻

第一

披

四

O
五

ブじ
ブL

Ethics of Competition， p. 167・
L総務遊肢の珂!論"4'11課に寄せた序文 PI'.35-36.に於て彼は、テイ:，/....:!ル?'!/
の綜合報背(巳conometricn，1935.) をryIIilしつつ、君主準的勤怠珂諭が提供する
L新しい分布?の府民が塊貨の pattern:，~を F花王型十る百 L のカを著しく高める寸こ
主を綾べてゐる。
f出前 cワルラ λ に於ける動与さ化の，J.:J鵠..， p. 1口7・
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静
血
中
的
均
衡
理
論
と
動
場
化
の
問
題

第
四
十
七
巻

第

銃

O 
O 

四

O
六

な
る
如
き
積
分
的
闘
係
が
存
在
す
る
揚
ム
口
に
あ
っ
て
も
‘
勤
務
化
に
必
要
-
な
る
異
時
的
相
互
依
存
闘
係
は
成
立
す
る
。

フ
リ
ツ
シ
ュ

は
、
此
の
結
に
つ
い
て
説
明
を
袖
ひ
‘
「
如
何
た
る
仕
方
に
於
て
に
せ
よ
、
相
異
る
時
黙
に
属
す
る
粧
消
的
数
量
を
結
合
す
る
方
程
式

は
《
守
口
包
包
口
臣
官
民
一
。
P

こ
れ
が
第
一
の
補
完
で
あ
る
。
第
二
。
以
上
に
於
て
フ
リ
ツ
シ

L

は
一
般
均
衡

と
者
倣
し
得
る
」
と
し
た
。

δ
 

論
の
所
調
方
法
論
的
個
人
主
義
の
立
場
を
一
底
そ
の
ま
L
陥
裂
し
て
ゐ
る
。
然
し
乍
ら
か
h

る
縫
数
の
シ
ス
テ
ム
は
飴
む
に
も
煩
雑

で
あ
る
o
か
く
て
7

リ
ツ
シ
ュ
は
考
へ
る

1
l
!
H
て
の
個
々
の
商
品
、
凡
て
の
個
々
の
企
業
者
等
々
の
考
へ
得
る
凡
で
の
要
素
注
飴
す

と
こ
ろ
た
く
増
入
し
て
方
科
式
の
教
と
未
知
識
の
教
と
を
一
致
せ
し
め
る
と
と
は
純
粋
形
式
的
理
論
に
於
て
は
可
能
で
あ
る
け
れ

E

も
、
し
か
し
興
味
が
薄
い
。
「
か

L
る
迎
論
に
於
て
は
時
間
の
函
教
と
し
て
の
解
の
精
硲
た
形

(
Z
5
2
2
Z
E
-
-
z
-訴
え

Z
Z
E
E
-
)

と
い
ふ
如
き
根
本
問
題
(
或
る
現
象
群
が
他
日
現
象
群
に
お
〈
引
い
る
か
先
立
ワ
か
と
い
ふ
問
題
、

シ
ス
テ
ム
の
一
部
分
が
他
の
部
分
よ
り
も
大
き
な

振
幅
を
も
ワ
て
張
動
ナ
る
か
ど
う
か
と
い
ふ
問
題
等
々
)

は
研
究
出
来
な
い
が
、

h
h
L
る
問
題
三
そ
が
景
気
総
動
分
析
の
秘
本
問
題
吉
あ

る
0

」
而
し
て
此
の
問
題
の
研
究
の
鴻
に
は
細
部
描
お
を
可
成
た
範
問
に
亙
っ
て
犠
牲
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
凡
で
の
種
類
の
生
産
、
凡

て
の
稜
剣
の
消
費
等
々
を
夫
々

一
勺
の
一
礎
教
に
総
括
し
、
此
等

ω
生
産
消
費
等
h

は
ば
る
種
の
綜
合
指
数
を
以
て
測
ら
れ
る
と
と
L

た
る
。

マ
ク
ロ
丸
山
d

ピ
グ
ク

か
〈
の
如
〈
に
し
て
教
事
的
動
態
迎
論
は
、
虹
叫
に

E
腕
論
的
性
格
の
も
の
と
化
し
、
取
に
シ
ス
テ
ム
が

一20
2】

E
m芯
で
る

る
こ
と
に
於
て
の
み
、
均
衡
到
論
の
何
統
を
維
持
す
る
こ
と
L
-
な
っ
た
の
で
あ
司
令

教
事
的
動
態
迎
論
を
前
節
に
見
た
る
展
開
に
か
t
A

る
補
完
を
加
へ
た
も
の
と
し
て
叫
解
す
る
と
き
、
そ
れ
と
そ
の
出
愛
貼
た
る
静

思
T

的
均
衡
則
一
論
と
の
醐
係
は
漸
く
明
瞭
と
な
る
。
以
下
吾
々
は
前
節
の
7

リ
ツ
シ
ュ

の
所
設
を
分
析
す
る
が
、
此
の
怠
味
に
於
て
そ

れ
叫
静
製
品
明
均
衡
理
論
と
数
率
的
動
態
別
論
と
の
闘
係
を
明
か
に
す
る
も
の
と
え
ら
れ
る
で
あ
ら
ラ
。

J. Tinbergen の上掲の'~三次総合報告 (Econometrica， 1934)に劃 す る Frisch
の Econometrica編輯者としでの注意 (p.27.)参照。向、 Propagation Pro 
blems etr.. pp. 17ト 2.On the Notion of Equilibrium， p. 100 な E参照。
例へl:fワルラスに於げる Jevonsの traciing-l二odァo構想。批判を見よ。 (El".
menb， p， 171.) 
歎寺桂的到~!ã!l理論のー訴にづいては、拙稿.

4) 
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6) 



さ
て
吾
々
は
、
前
節
同
問
に
於
て
7

リ
ウ
シ
ょ
の
静
接
的
理
論
の
串
間
的
性
質
に
闘
す
る
見
解
を
見
た
。
が
、
此
揚
A
口
直
面
す
る

疑
問
は
、
静
準
的
模
刻
嗣
式
に
於
て
は
、
反
作
用
速
度
無
限
犬
た
り
と
す
る
四
併
と
静
態
的
均
衡
欣
態
は
成
長
速
度
零
な
る
如
き
欣

態
で
あ
る
と
す
る
定
義
と
は
果
し
て
雨
立
し
得
る
か
、

と
い
ふ
こ
と
で
あ
ら
う
。

ブ
リ
ツ
シ
ュ
は
此
の
関
を
立
入
っ
て
論
じ
て
ゐ
左

い
が
、
そ
の
所
論
は
矛
盾
せ
ね
と
思
は
れ
る
。
此
の
こ
と
は
、
五
日
k

が
先
に
民
意
し
た
「
抽
出
備
的
模
索
の
段
階
」
と
「
静
撃
的
均
衡
の

段
階
」
と
の
ワ
ル
ラ
ス
の
匝
別
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
舎
へ
ら
れ
る
。

従
立
上
そ
こ
で
の
設
例
に
つ
い
て
云
へ
ば
、
第
一
年
度
の
初
ま
る
時
動

h
に
於
て
は
、
先
づ
興
件
の
費
動
が
起
る
が
、
環
備
的
模

殺
の
結
梨
、

そ
れ
に
封
ず
る
経
済
計
書
の
再
編
成
は
均
衡
債
降
を
以
で
行
は
れ
る
こ
と
、
既
池
の
如
ぐ
で
あ
る
。

か
〈
て
岡
田
格
三

r)

は
第
零
年
度
の
最
後
の
一
瞬
間
迄
凡

γ
一
の
絞
済
主
慨
を
支
配
し
、
第
一
年
度
が
初
ま
る
や
否
や
、

一
一
雌
健
体
、
直
ち
陀
凡
で
の
維
持
主

一
瞬
に
し
て
硬
化
が
行
は
れ
る
の
で
あ
る

か
ら
、
債
格
の
措
変
動
率
は
無
限
大
と
い
ふ
他
は
な
い
。
個
人
的
需
要
量
等
身
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
か
。
此
場
合
注
意
す
ぺ
き
は
、

慨
は
昨
日
の
僚
絡
を
忘
れ
て
そ
れ
と
全
く
無
聞
係
在
る
憤
絡
』
A
F
)

の
支
配
に
服
ナ
る
。

一
面
に
於
て
は
新
資
本
の
機
能
開
始
は
完
全
に
漆
想
さ
れ
ぬ
と
い
ふ
俄
定
、
他
両
に
於
て
は
後
備
的
模
索
の
偲
定
(
或
は
そ
の
結
果
と

し
て
魂
買
の
費
動
と
完
全
に
平
行
七
つ
L

諸
縄
済
主
慢
が
噛
思
想
ず
る
債
格
が
費
動
す
る
主
い
ふ
窓
昧
に
於
け
る
完
全
な
る
凍
恐
)
を
前
提
し
て
始
め

て
此
の
過
程
は
瞬
間
的
に
行
は
れ
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
静
率
的
模
型
闘
式
で
は
反
作
用
速
度
が
無
限
犬
で
あ
る
と
い
ふ
の
は
結
局

此
等
の
限
定
の
云
ひ
直
し
に
他
な
ら
ね
と
い
ふ
と
と
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
此
の
云
ひ
直
し
は
、

一
度
動
準
化
の
翻
献
に
立
ち
静
型
的

理
論
を
現
賓
と
封
照
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
最
も
的
確
に
そ
の
射
程
を
規
定
し
得
る
殺
川
市
を
有
す
る
。
資
際
、

と
れ
に
よ
っ
て
.

静
接
的
理
論
が
崎
変
動
の
分
析
に
適
用
し
得
る
と
同
時
に
、
か
、
る
比
較
静
態
論
的
分
析
が
反
作
用
建
度
無
限
大
の
俄
定
に
よ
っ
て
打

静
観
的
均
衡
辺
誠
と
動
車
化
の
問
題

第
四
十
七
巻

四

O
七

第

披

O 

E塾舎年報第六年所掲)及uカレツキの飯事的動態理論(本誌第四十五番第二銃
所掲)参j照。
ワルラスに於け品勤串{[:'"問題(本誌由Ij銃所掲)、 p.I I 1. 以下。
数皐的表宛を用ふれば:dtと無関係に(但!し oぐJtく1)p(t]-dt)=t{to)故に
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静
接
的
均
衡
理
論
止
勤
串
化
の
問
題

問
。
八

O 

第
四
十
七
巻

告主

披

超
え
難
き
限
界
を
有
す
る
と
と
が
者
取
さ
れ
る
。
五
日
々
は
ワ
ル
ラ
ス
に
於
け
る
動
感
化
の
方
針
を
批
判
し
て
此
の
嗣
耐
を
明
か
に
し

。
=‘、
芦
泊

此
の
批
判
は
7

リ
ツ
シ
ュ
の
着
想
に
よ
っ
て
今
原
理
的
に
要
約
さ
れ
る
の
で
あ
る
ロ

か
く
の
如
く
静
皐
的
校
型
一
附
式
に
於
て
反
作
用
速
度
無
限
大
左
り
し
」
云
は
る
L
と
き
、
均
衡
成
立
過
程
、
前
は
ピ
除
夜
の
錬
が
的

る
前
と
後
と
が
問
題
で
あ
る
の
に
射
し
亡
、

静
態
的
均
術
机
態
に
於
て
反
作
川
建
皮
一
本
た
り
と
一
五
は
る
k

揚
A
H
X
，
へ
ら
れ
る
の
は
、

け
収
初
か
ら
均
衡
が
成
五
し
亡
ゐ
る
市
場
で
あ
り
、

比
較
さ
れ
る
の
は
、

例
へ
ば
七
月

H

川
し
」
八
月
一
日
L

一
昨
」
あ
る
。

此
の
二
つ
の
い
仁

張
が
如
何
た
る
矛
盾
も
含
ま
ね
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
に
し
て
静
観
的
税
製
闘
式
が
反
作
用
迷
度
無
限
大
を
前
提
し
そ
の
散
に
そ
れ
に
立
脚
す
る
均
衡
理
論
が
現
貧
の
鑓
動

の
分
析
に
耐
え
得
泊
と
す
れ
ば
、

こ
h

に
反
作
用
漣
度
の
有
限
性
を
と
り
入
れ
た
均
衡
b
E
構
想
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
と
こ
ろ
で
此
際

所
間
臨
閥
均
衡

(E。ロ
E
z
q
身
E
E
P
2
Z
F
F
E
E
)
は
静
接
的
均
衡
担
論
と
制
比
し
て
、
如
何
な
る
排
治
の
相
違
を
一
不
ず
で
あ
ら
う

か
。
前
者
の
特
徴
は
.
既
述
の
如
く
.
賂
来
の
鑓
動
に
封
す
る
個
k

の
粧
済
主
鴨
の
抽
出
想

(
E
Z
E吉
z
o
z
u
?
E
F四
-
5
2宮
E
E
E
)
を
含

む
こ
と
に
存
す
る
が
、
反
作
用
速
度
の
有
限
性
と
闘
聯
し
て
此
の
橡
想
が
不
完
全
或
は
不
精
吋
仰
な
こ
と
は
、
本
節
の
今
迄
の
絞
述
の

裏
を
考
へ
れ
ば
、
明
か
で
る
ら
う
。
問
題
な
の
は
、
か
t
A

る
珠
想
を

M
M或
は
い
M
M
の
如
く
数
式
化
す
る
黙
に
存
ナ
る
。
か
L
る
数

〈

(

(

(

式
化
が
岡
市
し
て
許
る
さ
れ
る
か
。
先
づ
、
強
想
叉
は
危
険
要
素
が
仮
に
数
量
化
に
耐
へ
得
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
L

で
の
数

式
化
は
る
ま
り
に
も
こ
れ
を
簡
単
化
し
過
ぎ
て
ゐ
る
こ
と
が
考
へ
ら
れ
る
。

こ
a
h

で
は
、
個
人
に
よ
ワ
一
」
夫
々
強
忽
の
仕
方
に
相
違

は
あ
る
に
し
て
も
、
そ
の
相
違
は
、
現
貨
の
債
格
の
、
抽
出
想
が
行
は
れ
る
時
制
に
於
け
る
、
唆
動
率
、

(

E

)

在
如
何
に
正
し
く
把
握
す

る
か
如
何
に
誤
っ
て
把
損
す
る
か
、

例
へ
は
過
去
の
畑
山
格
鑓
動
率
に
拘

に
存
す
る
の
み
で
あ
る
と
さ
れ
て
ゐ
る
。

勿
論
現
貨
は
、

t出筒.ワルラスに於ける動皐化の問題 pp. 1 14-1I6. 
dl耳格鑓動の投機的影響寸を正 P入れた攻撃的動態理論の一例としてテインベ
ルゲシのそれがある。 J.Tinbergen: Der Einf1uss der Kaufkraftregulierung 
auf den Konjunktu町 'erlauf， Zei加h.riftfur Nationalokonomic1， Bd. 5， lIt・ 3，
inh. SS. 313-315・ditto:Annunl日urvey，Eeonometrica~ ]u片 1935，pp. 378.. 

379参照。
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来
さ
れ
る
保
守
的
経
済
五
韓
、
或
は
遥
か
賂
来
の
時
党
動
率
に
希
望
を
托
す
る
投
機
的
経
済
主
位
等
-4

の
考
へ
易
い
例
が
示
す
如
く
、

活
か
に
複
雑
で
あ
る
。
然
し
、
如
何
に
抽
出
想
が
複
雑
な
伸
治
の
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
、
此
の
殻
想
に
基
づ
く
経
済
活
動
の
合
成
果

と
し
て
日
日
経
済
的
数
量
の
相
互
依
存
闘
係
及
び
そ
の
結
び
目
た
る
慎
格
が
、

よ
し
ん
ば
鑓
動
を
含
む
に
せ
よ
、
貫
現
さ
れ
成
立
し

つ
L
あ
る
と
と
、
而
し
て
前
節
の
方
程
式
は
か
ミ
る
機
構
の
草
な
る
描
務
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
こ
と
を
思
ふ
一
な
ら
ば
、
暗
闇
想
の

7

リ
ツ
シ
ュ

の
展
開
の
原
理
的
正
し
さ
を
損
ふ
も
の
で
友
い
こ
と
は

構
造
の
複
雑
性
が
、
如
何
に
簡
単
化
さ
れ
℃
ゐ
る
と
は
云
へ
、

明
か
で
る
る
。
ー
!
然
し
乍
ら
、
か
h

る
是
認
は
、
危
険
要
素
に
封
ず
る
数
率
的
底
理
が
可
能
で
る
る
こ
と
、
強
想
の
分
析
に
確
率

と
と
ろ
で
此
の
前
徒
は
成
立
す
る
よ
」
見
ら
れ
る
の
が
略
今
日
の
通
設
で
あ
る

O

L

で
は
此
の
泊
訟
を
、
吟
味
ず
る
と
み
悼
し
に
、
事
れ
て
置
か

h
o

論
の
立
場
が
適
用
さ
れ
得
る
こ
と
を
前
提
す
品
。

か
く
観
来
る
悲
ら
ぱ
、
前
節
に
於
て
見
た
7

リ
ツ
シ
ェ

の
提
唱
は
極
め
て
受
営
な
る
も
の
で
あ
る
と
と
が
知
ら
れ
る
?
あ
ら
う
。

然
し
乍
ら
、
議
に
示
さ
れ
た
動
皐
化
の
途
は
、
後
に
フ
リ
ツ
シ
ェ
自
身
補
正
を
試
み
た
如
く
、
現
賓
の
時
党
動
を
分
析
し
、
例
へ
ば
そ

の
統
計
的
調
究
結
果
と
封
照
せ
し
め
る
に
到
る
ま
で
に
は
、
可
成
の
距
離
を
有
す
る
。
何
よ
り
も
此
揚
合
現
寅
へ
の
接
近
を
阻
害
す

る
も
の
は
、
上
記
の
強
想
の
構
迭
の
複
雑
性
で
あ
る
。
此
の
諌
想
の
構
造
を
分
析
し
、
不
完
全
在
る
橡
想
が
有
す
る
理
論
的
意
義
を

見
究
め
た
黙
に
於
て
、
吾
々
は
ミ
ュ

1
ル
ダ
l
ル
及
び
リ
ジ
ダ
l
ル
の
名
と
結
び
つ
い
て
ゐ
る
瑞
典
撃
汲
の
功
絡
を
認
め
ね
ば
な
ら

ね。
(
附
記
)

本
稿
は
日
本
最
術
振
興
舎
の
援
助
の
下
に
行
ひ
ワ
つ
あ
る
数
理
経
済
事
研
究
の
一
部
で
あ
る
。
記
し
て
日
本
事
術
援
興
曾
に
謝
意
を
表
す

畠
。

静
暴
的
均
衡
理
論
と
勤
晶
一
・
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白
問
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